
区・自治会の活動を紹介します

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
原
材
料
に
す

る
た
め
、
指
定
保
管
施
設
に
集
め

ら
れ
、
汚
れ
て
い
る
も
の
や
、
ほ

か
の
ご
み
を
取
り
除
き
、
品
質
を

高
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

雑
が
み
は
、
可
燃
ご
み
を
減
ら

し
、
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

す
る
た
め
に
取
り
入
れ
て
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と

雑
が
み
の
出
し
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

プ
ラ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い

る
容
器
や
包
装
に
使
わ
れ
て
い
る

も
の
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
で
す
。
食
べ
物
が
付
い
て
し
ま

っ
た
ト
レ
イ
や
洗
剤
の
ボ
ト
ル
な

ど
は
、
汚
れ
を
落
と
し
、
レ
ジ
袋

に
は
入
れ
ず
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
油
な
ど
が
こ
び
り
つ
い
て
と
れ

な
い
場
合
は
、
も
や
せ
る
ご
み
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
系
廃
棄
物
や
刃
物
な
ど
の

危
険
物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

　
◀
プ
ラ
マ
ー
ク

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・
雑
が
み
の

　
　
　
　
　

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
雑
が
み

　

雑
が
み
は
、
包
装
紙
・
菓
子
な

ど
の
紙
箱
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
の
箱
・
紙
袋
・
コ
ピ
ー
用
紙
・

は
が
き
や
封
筒
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ

の
芯
な
ど
で
す
。

　

紙
袋
に
入
れ
た
り
、
包
装
紙
に

包
ん
で
、
紙
ひ
も
や
ビ
ニ
ー
ル
ひ

も
で
十
文
字
に
し
ば
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
粘
着
テ
ー
プ
や
配
送
伝
票
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
紙
以
外
の
部
分
、
住

所
や
氏
名
な
ど
個
人
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
る
部
分
、
金
属
な
ど
の

留
め
具
な
ど
は
、
切
り
取
る
な
ど

し
て
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

詳
し
く
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課

　

☎
４
４
３
―
６
９
３
７

　区・自治会とは、同じ地域に住む皆さんが、より
良い地域社会をつくるために組織された任意の団体
であり、それぞれに特色と今まで歩んできた歴史が
あります。
　また、個人（自助）では解決が難しい問題を地域
で支え合って解決するさまざまな取り組み（共助）
も行っています。
◆環境づくり
　ごみを効率よく収集するため、各地域に集積場所
を設置し、普段から維持管理を行っており、さらに、
地域の広い範囲をきれいにするため、環境美化活動
なども実施しています。また、大雨での冠水を防ぐ
ため、側溝清掃を地域で一斉に行っています。
◆災害対策
　災害に備え、自主防災組織の創設や防災訓練、講
習会の実施、加入世帯分の食料などを備蓄していま
す。災害時に区・自治会を中心とした地域住民によ
る避難誘導や安否確認が行われることで、被害の軽
減や救命率の向上につながります。
　また、地域住民が担い手となっている消防団の活
動を支援しており、火災や自然災害時には区・自治
会と消防団が連携して対応しています。
◆防犯
　地域の安全を確保するため、防犯パトロールを実
施したり、見守り隊を結成し小学生の登下校の安全
確保に努めています。また、区・自治会に加入して
いると、近所や地域の方とのふれあいが生まれ、顔
見知りになることから、いち早い不審者の発見につ
ながり、地域内における犯罪を未然に防ぐことも期
待できます。
◆情報の発信
　毎月、行政情報などの回覧物を配布しています。
また、地域の会報などを作成し、その地域の情報を
発信しています。

◆イベントや行事の開催
　夏祭りや収穫祭、餅つき大会やどんどん火など、
その地域ならではのイベントや行事を行っており、
地域の歴史や取り組みに触れることができます。ま
た、子育てサロンや高齢者サロン、子ども会などの
各種団体の活動や、社会福祉協議会の活動なども支
援しています。
◆集会施設の管理運営
　地域行事や各種サークル活動の場として活用され
ているコミュニティセンターなどは、区・自治会が
管理運営しています。施設を維持管理するための光
熱水費や修繕費用などの経費は、会員から集めた会
費によって賄われています。

※各取り組みについては、行っていない区・自治会
があります。

◎八街市区長会の活動紹介
　市内39地区の区長が年に数回集まり、区長会議や
意見交換会を開催して課題の共有や情報交換を行っ
ています。また、各区長は地域と行政とのつなぎ役
として、回覧物の受け取りや地域住民の要望のとり
まとめなどを行い、よりよい区の運営に努めていま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　区・自治会の活動を詳しく知りたい方は、お住ま
いの地域の区・自治会の役員へご連絡ください。
　連絡先などが不明の場合は、市民協働推進課へお
問い合わせください。
問市民協働推進課　☎３１２－１１４０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　区・自治会の活動を詳しく知りたい方は、お住ま

卵パック

シャンプー
などのボトル

食品などの
トレイ

お菓子などの袋

包装紙・菓子などの箱
コピー用紙・封筒など

　
　
　
　
　
　
　
　

包装紙・菓子などの箱

　
　
　
　
　
　
　
　

包装紙・菓子などの箱

　
　
　
　
　
　
　
　
⇩

　

☎
４
４
３
―
６
９
３
７

　

☎
４
４
３
―
６
９
３
７

ごみの分別に
ご協力お願い
します

◀ ９月21日㈮、
中央公民館で行
われた区長・区
長代理者による
意見交換会の
様子
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問

問



　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
認
知

症
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
周
り
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

時
平
成
31
年
１
月
30
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
10
時
15
分

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

対
市
民

※
10
人
以
上
集
ま
れ
る
自
治
会
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
に
、
講
師

の
派
遣
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

※
講
座
終
了
後
、「
認
知
症
高
齢

者
等
を
か
か
え
る
家
族
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
―
１
２
０
７

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
日
頃

の
介
護
の
悩
み
や
負
担
に
感
じ
る

こ
と
を
話
し
、
気
持
ち
を
軽
く
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

時
平
成
31
年
１
月
30
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

認
知
症
高
齢
者
等
を
か
か
え
る
家
族
交
流
会
を
開
催

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
介
護　
　

　

者
（
家
族
）

申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
―
１
２
０
７

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
尊
厳
を
保

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
虐
待
を
発
見
し
た
場
合
の

通
報
義
務
を
定
め
た
り
、
虐
待
を

受
け
た
人
の
保
護
や
家
族
の
負
担

軽
減
、
虐
待
防
止
な
ど
を
図
る
た

め
、
平
成
24
年
10
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
障
害
者
虐
待
防
止
法
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

対
象
障
が
い
者

・
身
体
障
が
い

・
知
的
障
が
い

・
精
神
障
が
い
（
発
達
障
が
い
を　

　

含
む
）

・
心
身
の
障
が
い
や
社
会
的
な
障

　

が
い
に
よ
っ
て
日
常
生
活
や
社　
　
　
　

　

会
生
活
が
困
難
で
援
助
が
必
要　

　

な
人

障
が
い
者
虐
待
の
種
類

・
養
護
者
に
よ
る
虐
待

・
障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者
な　

　

ど
に
よ
る
虐
待

・
使
用
者
に
よ
る
虐
待

障
が
い
者
虐
待
に
あ
た
る
行
為

身
体
的
虐
待

　

た
た
く
・
殴
る
・
蹴
る
・
つ
ね　

　

る
・
無
理
や
り
食
べ
物
や
飲
み　

　

物
を
口
に
入
れ
る
・
ベ
ッ
ト
に　

　

縛
り
付
け
る

性
的
虐
待

　

性
器
へ
の
接
触
・
性
的
行
為
を　

　

強
要
す
る
・
キ
ス
を
す
る
・
裸　
　

　

に
す
る
・
わ
い
せ
つ
な
映
像
を　

　

見
せ
る

心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
る
・
の
の
し
る
・
悪
口
を

　

言
う
・
仲
間
に
入
れ
な
い
・
子　

　

ど
も
扱
い
す
る
・
わ
ざ
と
無
視　

知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」

　

す
る

放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
・
不　
　

　

潔
な
住
環
境
で
生
活
さ
せ
る
・

　

必
要
な
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス　

　

を
受
け
さ
せ
な
い

経
済
的
虐
待

　

年
金
や
賃
金
を
渡
さ
な
い
・
財

　

産
や
預
貯
金
を
着
服
す
る
・
日　

　

常
生
活
に
必
要
な
お
金
を
与
え　
　

　

な
い

※
虐
待
を
受
け
て
い
る
、
虐
待
を

し
て
い
る
と
い
う
自
覚
は
問
い
ま

せ
ん
。

　

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
適
切
に

対
応
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
域

全
体
で
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
人
や
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
虐
待
に
気
づ
い
た
方

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー　

（
障
が
い
福
祉
課
内
）

　

☎
４
４
３
―
１
６
４
９

　
　

４
４
３
―
１
７
４
２

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

相
談
支
援
事
業
所　

　
　

就
職
す
る
な
ら
明
朗
塾

　

☎
０
９
０
―
１
２
１
９
―
９
３
９
０
　

市
役
所
１
階
の
市
民
課
前
に
あ

る
、
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録

証
明
書
の
自
動
交
付
機
を
、
保
守

点
検
の
た
め
臨
時
休
止
し
ま
す
。

休
止
日
時

12
月
28
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の

　
　
　
　

自
動
交
付
機
を
臨
時
休
止
し
ま
す

　

休
止
中
は
、
市
民
課
窓
口
で
証

明
書
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課

　

☎
４
４
３
―
１
１
２
０

対
小
学
生
以
上
で
市
内
在
住
・
在　
　

　

学
・
在
勤
の
方

部
門

　

小
学
生
各
学
年
の
部

　

中
学
生
の
部

　

高
校
・
一
般
の
部

※
小
・
中
学
生
は
学
年
ご
と
に
課

題
が
異
な
り
ま
す
。

応
募
期
間
・
方
法

　

平
成
31
年
１
月
７
日
㈪
〜
９
日　

　

㈬
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

　

に
社
会
教
育
課
窓
口
で
受
け
付　

新
春
子
ど
も
会
書
き
初
め
展
作
品
を
募
集
・
展
示

　

け
し
ま
す
。　

展
示
期
間
・
時
間

　

平
成
31
年
１
月
19
日
㈯
〜
26
日
㈯

19
日
㈯
・
正
午
〜
午
後
６
時

20
日
㈰
・
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

22
日
㈫
〜
25
日
㈮
・

　
　
　
　
　

正
午
〜
午
後
６
時

26
日
㈯
・
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
月
曜
日
は
休
館
日
）

場
中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課

　

☎
４
４
３
―
１
４
６
４

「
就
職
活
動
を
ど
う
進
め
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」　
「
自
己
Ｐ
Ｒ

の
方
法
を
知
り
た
い
」
な
ど
、
再

就
職
ス
タ
ー
ト
・
就
職
ス
キ
ル
を

テ
ー
マ
に
、
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
師
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
を
対
象
と
し
た
、
生
活
・

就
労
に
関
す
る
出
張
相
談
（
先
着

役
立
つ
！
中
高
年
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

４
人
）
を
行
い
ま
す
。

時
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
概
ね
40
〜
65
歳
で
求
職
中
の
方

定
30
人
（
要
予
約
）

※
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、
就

職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
。

申
商
工
観
光
課

　

☎
４
４
３
―
１
４
０
５

「
就
職
活
動
の
進
め
方
が
わ
か

ら
な
い
」　
「
就
職
活
動
が
初
め
て
、

ま
た
は
久
し
ぶ
り
」　
「
就
職
活
動

に
必
要
な
基
本
的
知
識
を
知
り
た

い
」
な
ど
、
就
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
際
に
、
必
要
な
知
識
の
習
得
を

テ
ー
マ
に
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば

の
講
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
就
職
活
動

に
関
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」（
個

別
相
談
15
分
程
度
）
も
行
い
ま
す
。

就
活
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

時
平
成
31
年
１
月
23
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

場
佐
倉
市
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

対
就
職
希
望
の
15
歳
〜
44
歳
の
方

定
20
人
（
要
予
約
）

※
託
児
を
利
用
す
る
場
合
は
、
平

成
31
年
１
月
15
日
㈫
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、
就

職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
。

申
商
工
観
光
課

　

☎
４
４
３
―
１
４
０
５

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
60
歳
未
満

の
農
業
従
事
者
（
年
間
60
日
以
上
）

の
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
（
月
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
）
は
自
由
に
決
め
ら
れ
額

の
変
更
も
で
き
ま
す
。

○
65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
年
金

が
支
給
さ
れ
、
80
歳
前
に
亡
く
な

農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う

ら
れ
た
場
合
に
は
、
遺
族
に
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
14
年
度
か
ら
の
平
均
利
回

り（
16
年
間
）は
、２
・
８
％
で
す
。

○
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
税
制
面

で
の
優
遇
が
あ
り
節
税
に
な
り
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
の
受
取
額
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
４
４
３
―
１
４
８
３

平成30年12月15日 ２市外局番（０４３） 広報やちまた ２

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５

場 時対定申場 時対定申

時場

対申

時

場対申問 問

対

場問

FAX



伝
　
言
　
板

み
ん
な
の
広
場

お
知
ら
せ

会
員
募
集

不
用
品
情
報

譲
っ
て
ほ
し
い

・
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

※
品
物
の
確
認
な
ど
は
、
当
事
者

間
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課

　

☎
４
４
３
―
１
４
０
５

千
葉
県
特
定
最
低
賃
金
を
改
定

12
月
25
日
㈫
よ
り
、
千
葉
県
特

定
最
低
賃
金
の
４
業
種
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
20
円
か
ら
27
円
引
き
上

げ
し
ま
す
。

問
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
 ２
２
１
―
２
３
２
８

市役所などの年末年始業務案内 公共施設名・電話番号 年末業務日 年始業務日
市役所
　☎４４３－１１１１㈹ 12 月 28 日㈮ 1月４日㈮

水道課
　☎４４３－０６７７ 12 月 28 日㈮ 1月４日㈮

クリーンセンター
　☎４４３－６９３７ 12 月 28 日㈮ 1月４日㈮

老人福祉センター
　☎４４３－５２１１ 12 月 27 日㈭ 1月４日㈮

南部老人憩いの家
　☎４４５－２９７６ 12 月 27 日㈭ 1月４日㈮

学校給食センター
　☎４４４－１１８１ 12 月 28 日㈮ 1月４日㈮

中央公民館
　☎４４３－３２２５ 12 月 27 日㈭ 1月５日㈯

図書館
　☎４４４－４９４６ 12 月 27 日㈭ 1月５日㈯

郷土資料館
　☎４４３－１７２６ 12 月 27 日㈭ 1月５日㈯

スポーツプラザ
　☎４４３－８００３ 12 月 27 日㈭ 1月５日㈯

　市役所や各公共施設の年末年始業務日は、右表のとお
りです。
　年末年始は、市役所の窓口が大変混み合いますので、
住民票の写しや印鑑証明書などが必要な方は、早めに申
請してください。
　年末年始休業中（12月29日～平成 31年１月３日）は
　日直（市職員）が対応します
 • 日直の受付時間は、午前８時30分～午後５時です。
 • 出生届・死亡届・婚姻届・離婚届など戸籍の届け出は、
　日直受付時間中は日直が受け付けし、日直受付以外の
　時間は、市役所第４庁舎の夜間戸籍書受付所で受け付
　けます。 （火葬許可証は日直受付時間のみ発行します）
夜間戸籍届書受領専用電話番号　☎３１２－１０３２

 • 市役所の正門と裏門は、午後５時～翌日午前８時30分 
　は閉門・施錠します。
 •年末年始休業中は、住民票の写し・印鑑登録証明書の
　自動交付機を休止します。
※道路上で漏水していた場合は、水道課にご連絡ください。
※クリーンセンターへの直接搬入は、12月28日㈮午後４
　時30分までとなります。

碁
友
会
（
囲
碁
）

時
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

費
年
会
費　

５
０
０
円

問
山
田　

義
弘

　

☎
０
９
０
―
５
９
５
０
―
２
０
７
２

平
成
31
年
度
の
印
旛
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
職
員
を
募
集

採
用
職
種
・
予
定
人
数

　

一
般
行
政
上
級　

１
人　

受
験
資
格

・
昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で

　

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
基

　

づ
く
大
学
（
短
期
大
学
除
く
）

　

を
卒
業
し
た
方
（
平
成
31
年
３

　

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
含
む
）

試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
27
日
㈰

試
験
場
所

　

佐
倉
市
中
央
公
民
館

受
付
締
切
日

　

平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
（
必
着
）

※
試
験
案
内
、
申
込
書
な
ど
は
、

当
組
合
で
配
布
す
る
ほ
か
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　

http://www.i-kouiki.jp/kouiki/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

印
旛
郡
市
広
域
市
町
村
圏

　
　

事
務
組
合
事
務
局
管
理
課

　

☎
４
８
５
―
０
３
９
７

火災予防ポスター展入賞者が決定
　佐倉市八街市酒々井町消防組合および佐倉防火安
全協会の協賛事業として、管内の小学生から「火災
予防ポスター」を募集し、５３７点の応募がありま
した。
　厳正な審査の結果、次のとおり八街地区の各賞が
決定しました。
受　賞　名 学校名・学年 氏　名

佐倉防火安全協会長賞 八街東小学校４年 加
か せ

瀬 杏
あず な 

菜さん
八街消防署長賞 八街東小学校６年 山

やま の くち

之口 怜
れん り 

李さん
優　　 秀　　 賞 交進小学校　２年 山

やまもと

本 昴
こうすけ

介さん
優　　 秀　　 賞 川上小学校　１年 日

 ひ いろ

色 汐
 せ  な  

南さん
優　　 秀　　 賞 八街東小学校４年 内

ないとう

藤 大
そ ら と

空斗さん
優　　 秀　　 賞 八街東小学校５年 山

やまかわ

川 渚
 な つき

月さん

▲ 佐倉防火安全協会長賞
　八街東小学校４年
　　加瀬　杏菜さん

▲ 八街消防署長賞
　八街東小学校６年
　　山之口　怜李さん

　なお、最優秀賞作品（佐倉市在住小学６年生の作
品）は、 平成30年度「火災予防オリジナルポスター」
として、菅内に掲示されています。

問佐倉市八街市酒 井々町消防組合消防本部予防課
　☎４８１－１２３９

３ 平成30年12月15日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報やちまた
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安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
応
援

迷
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
を

八
街
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

架
空
請
求
！

　
　

心
当
た
り
の
な
い

　
　
　
　
　
　

請
求
に
注
意
！

　

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
と

思
わ
れ
る
は
が
き
や
封
書
が
届
く

事
例
が
あ
と
を
絶
た
な
い
た
め
、

引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
相
談
事
例
１

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
と
書
か
れ

た
は
が
き
が
届
き
、
電
話
を
し
た

ら
弁
護
士
を
名
乗
る
者
を
紹
介
さ

れ
、
指
示
に
従
い
コ
ン
ビ
ニ
で
支

払
い
番
号
を
伝
え
て
、
取
り
下
げ

料
10
万
円
を
支
払
っ
た
。

★
相
談
事
例
２

　

大
手
通
販
会
社
の
会
社
名
で
Ｓ

Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
）
が
届
き
、
身
に
覚
え
が

な
か
っ
た
が
、
連
絡
を
し
な
い
と

法
的
措
置
を
取
る
と
あ
っ
た
の
で

電
話
を
し
た
ら
、
未
納
サ
イ
ト
料

金
を
請
求
さ
れ
た
。
19
万
円
、
さ

ら
に
50
万
円
分
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
を
購
入
し
、
番
号
を
伝
え
て

支
払
っ
た
。

〈
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

架
空
請
求
の
請
求
手
段
は
、
電

話
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｍ
Ｓ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

実
在
の
会
社
名
を
か
た
っ
て
本

物
と
思
わ
せ
た
り
、
法
的
措
置
を

取
る
な
ど
と
記
載
を
し
た
り
、
消

費
者
の
不
安
を
あ
お
る
ケ
ー
ス
も

「
ア
パ
ー
ト
を
建
て
ま
せ
ん
か
」

　
　
　
　

と
い
う
勧
誘
に
ご
注
意
！

No.66

★
相
談
事
例

　

所
有
す
る
土
地
の
相
続
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
「
賃
貸
ア

パ
ー
ト
を
建
設
し
な
い
か
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。
来
訪
し
て
も
ら
い

話
を
聞
く
と
、
入
居
者
を
集
め
家

賃
も
保
証
し
、
修
繕
管
理
も
し
て

く
れ
る
と
い
う
。
相
続
税
対
策
に

な
る
と
聞
き
、
そ
の
気
に
な
っ
て

高
額
な
契
約
を
し
た
。
し
か
し
、

建
築
費
の
融
資
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
無
理
な
契
約
を
し

た
と
後
悔
し
て
い
る
。   

見
ら
れ
ま
す
。

　

架
空
請
求
は
消
費
者
の
情
報
を

完
全
に
特
定
し
て
送
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し

て
し
ま
う
と
個
人
情
報
が
知
ら
れ
、

そ
の
情
報
を
元
に
さ
ら
に
金
銭
を

要
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

未
納
料
金
を
請
求
さ
れ
て
も
心
当

た
り
が
な
け
れ
ば
決
し
て
相
手
に

連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か

ら
個
人
情
報
に
関
す
る
電
話
を
か

け
た
り
、
お
金
を
要
求
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ

た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

事
業
者
が
建
物
所
有
者
か
ら
賃

貸
物
件
を
一
括
し
て
借
り
上
げ
、

賃
借
人
に
転
貸
す
る
サ
ブ
リ
ー
ス

と
い
う
ア
パ
ー
ト
経
営
が
あ
り
ま

す
。
管
理
の
手
間
を
か
け
ず
に
一

定
の
家
賃
収
入
が
見
込
め
る
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
ま
す
が
、
リ
ス
ク
も

あ
り
ま
す
。

「
家
賃
保
証
」
と
う
た
っ
て
い

て
も
、
家
賃
相
場
や
入
居
状
況
の

悪
化
な
ど
に
よ
り
見
込
み
通
り
の

収
入
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
額
な
ロ
ー
ン
を

組
む
こ
と
も
あ
り
、
ロ
ー
ン
返
済

の
他
に
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
用

な
ど
、
契
約
後
の
追
加
の
出
費
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

よ
い
話
だ
と
思
っ
て
も
、
ひ
と

り
で
は
判
断
せ
ず
、
家
族
や
周
り

の
人
に
相
談
し
、
事
業
者
か
ら
契

約
内
容
や
事
業
計
画
、
家
賃
収
入

が
減
る
な
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
な
ど
、
十
分
理
解

し
た
う
え
で
、
契
約
の
判
断
を
し

ま
し
ょ
う
。

※
「
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
は
、

相
談
事
例
の
ほ
か
に
、
類
似
し
た

相
談
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課

　

☎
４
４
３
―
１
４
０
５

八街市民文化祭を
　　　　開催しました
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「子ども・若者育成支援
　強調月間」啓発活動を実施

　10月５日㈮～11月４日㈰にかけ
て、中央公民館で第61回八街市民
文化祭を開催しました。
　開催期間中、参加者・観覧者な
ど約 2,600 人の方々が来場され、
芸術の秋を堪能しました。

第 35 回八街市ソフトボール
　　　　　大会を開催しました

秋の市民ハイキングを楽しみました

　10月21日㈰・28日㈰、市営北部
グラウンドなどを会場に第35回八
街市ソフトボール大会が行われま
した。爽やかな秋空のもと20チー
ムが熱戦を繰り広げました。
　大会結果は次のとおりです。
優　勝　朝日区
準優勝　真井原区
第３位　文違区Ａ・夕日丘区

　11月６日㈫、イオン八街店およ
びＪＲ八街駅前で、教育長をはじ
め社会教育委員、市更生保護女性
会などの方々と青少年の健全育成
を呼びかけました。

　11月11日㈰、神奈川県葉山町の二子山で第 58 回
秋の市民ハイキングを行いました。
　逗子海岸から出発し、森戸川沿いを歩き二子山
頂展望台をめざすコースで、 当日は、恵まれた天
候のもと、参加した 77 人は自然を十分に満喫し
ていました。
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